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再生実証技術開発複合的な衰退機構解明立地環境モニタリング

第二期ブナ林衰退機構解明研究全体計画書 平成19年度版 概要版

研究期間：平成19～24年度
実施主体：ブナ林衰退機構解明研究プロジェクトチーム

（構成：自然環境保全センター・環境科学センター・農業技術センターの研究担当者）

ブナ林再生にむけた
順応的取り組み

ブナ林再生の実証事業による
各種対策の試行
（自環保、環科セ）

↓

各種再生技術開発
（ブナ林の更新・植栽技術、

苗木生産技術、土壌保全技術、
希少種保全技術等）

山間部のオゾンの
動態解明

山間部の
オゾン測定
（Ｈ19は、

丹沢山・堂平・
大野山に測定
地点を増設）

現地での再生実証試験
（保護柵、植栽、苗木生産等）

（ブナ帯森林再生実証事業と連携）
・

ブナ稚樹の物理・化学資材による
保護対策検討

（Ｈ19は試作と実験）

オゾンデータ蓄積による動態解明
と他のモニタリングの継続

（自環保、環科セ）
↓

ブナ林再生の総合的な
モニタリングと評価手法確立・

立地環境モニタリングの
事業化

複合要因による
ブナ影響調査
（ＯＴＣ試験・

ブナ苗暴露試験）
・

生理活性
計測手法検討(Ｈ19）

複合的な衰退・枯死の機構を総合的に検討

衰退要因調査（病害虫）

ブナハバチ密度推定手
法開発調査と天敵調査

（Ｈ19重点基礎）
・

土壌菌類調査

ブナ林の衰退要因の絞込み
（オゾン・ブナハバチ・水分ストレス）

各種モニタリング手法確立・
檜洞丸オゾン連続測定開始

モニタリングと
効果検証

複合要因によるブナへの影響調査、ブナハバ
チ大発生機構調査、土壌菌類環境調査等

（自環保、環科セ、農技セ、国環研）
↓

複合的なブナの衰退・枯死機構の解明
特にブナハバチ被害機構の解明と

被害軽減手法の開発

問題構造に基づく再生手法提案と
ブナ林再生適地マップの作成

各種
モニタリング

の継続

水分ストレス
（枯死）検証

うっそうとしたブナ林の再生
（丹沢大山自然再生計画 奥山域の再生目標)

ブナ林保全・再生
総合マニュアル

ブナ林の更新・植栽技術
苗木生産技術

ブナハバチ被害軽減技術
土壌保全技術

希少種保全技術
ブナ林の総合的モニタリングと

評価手法等


